（第３面－①）

景観形成に関する事項＜建築物（周辺住宅地区・浄水場地区）＞

	①　立　地　特　性　　※敷地周辺の現状を分析して記入してください。

	敷地の特徴

・地形

・遠景からの見え方や背景

・アイストップなど接道状況
	

	周辺のまちなみの状況

・周辺の土地利用

・建築物の規模

など　
	

	周辺の景観要素

・歴史的建造物などの有無

・河川、水路、公園などの有無

・眺望ポイントの有無

など　
	

	②形態意匠制限等確認　　※該当項目の配慮事項を記入してください。

	項目※1
	制限内容
	配慮事項
	※審査欄（市記入欄）

	一般基準
	☐
	周辺の土地利用状況、関西学院西宮上ケ原キャンパスの建築群などまちなみの歴史的特徴に調和させる。
	　
	

	
	☐
	甲山の山並みを背景とする場所では、平坦地から見上げる眺めの対象であることを意識し、山並みの景観と調和させる。
	　
	

	
	☐
	公園の周辺などの空間の広がりのほか甲山や関西学院西宮上ケ原キャンパスが見える眺望ポイントからの眺めにも留意する。
	
	

	
	☐
	街角や道路の突き当たり、丘の頂上などの視線を引きつける場所（アイストップ）を意識した計画とする。
	
	

	
	☐
	周辺建築物との調和を考慮し、統一感のあるまちなみを創出させる。
	
	

	
	☐
	建築物全体としてのバランスと調和に配慮した意匠とする。
	
	

	
	☐
	道路に面しない側、水辺や公園に面する側の景観にも配慮する。
	
	

	配置・規模
	☐
	大規模な建築物は、周辺の建築物のスケールやまちなみに配慮し、分棟化を図るなど、形状を工夫する。
	
	

	
	☐
	建築物の壁面の最大投影立面積は、（1,500㎡・2,500㎡）以下とする。
	※計算式は添付図面を参照
	G･Iは1,500㎡以下

	外　壁
	☐
	色彩は、周辺建築物の色彩と調和させるとともに、緑が映える落ち着いたものとする。
	
	

	
	☐
	マンセル表色系による色彩は、制限の範囲とする(無着色の木材、石材、漆喰、レンガ、ガラス(透明、乳白色)等を使用する部分は除く。)。
	※色彩計画は添付図面を参照
	

	外　壁
	☐
	大規模建築物、一般建築物とも制限範囲外の色彩を使用する場合は、各壁面の見附部分の1/20以下とし、周辺との調和を図り、落ち着いたデザインとする。
	※計算式は添付図面を参照
	

	屋　根
	☐
	基調となる色は、華美にならない配色とし、周辺建築物の色彩と調和させるとともに、緑が映える落ち着いたものとすること。
	
	

	
	☐
	マンセル表色系による明度は４以下とし、彩度については、外壁色と調和したものとすること。
	
	

	
	☐
	金属を用いる場合は、光沢のある素材は不可とする（素地は可）。
	
	

	通　り　外　観
	☐
	樹種による四季の演出を考慮の上、道路境界部を緑化し、まちなみに豊かな緑を創出するとともに、植栽帯の立ち上がりはできるだけ高さを抑え、道路側へ緑を開放することにより、敷地内の緑と調和した建築物の外観意匠とする。
	
	

	
	☐
	敷地内に設ける一般に開放された歩道やポケットパーク（小広場）は、道路や歩道と舗装材料を合わせるなど、建築物と敷地・公共空間の一体感を確保する。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する塀、柵等は、緑が映えるよう配置するとともに、色彩、素材に配慮し、まちなみを特徴づけている意匠を有する生垣や石積み等はできる限り保存し、それらと建築物が一体となった地域の歴史を継承する外観意匠とする。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する擁壁の表面は、錆御影石の仕上げを基本とし、できる限り高さを抑え、擁壁下側の緑化などにより歩行者に対する圧迫感の軽減を図ることにより、建築物と一体となった外観意匠とする。
	
	

	地盤面の高低差
	☐
	建築物が接する地盤面の高低差は、６ｍ以下とすること。
	
	G･Hは非該当

	建築物に附属する設備機器類
	☐
	空調室外機や洗濯物等が道路から見えにくいよう工夫する。
	
	

	
	☐
	建築設備や配管類が建築物の外部に露出しないよう工夫し、露出する場合は建築物と調和したものとする。
	
	

	
	☐
	屋上に設置するものは、必要最小限に留め、建築物の意匠と調和したルーバーパネル等による目隠しを施すものとする。
	
	

	建築物に附属する施設
	☐
	建築物に附属する車庫、自転車置き場、倉庫、設備用建築物等は、建築物及び周囲のまちなみと調和する配置、意匠、仕上げとする。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する駐車場や荷捌場は、道路から見えない配置とし、やむを得ず見える場合は、植栽などにより修景を図る。
	
	

	
	☐
	機械式駐車場はできるだけ高さを抑え、道路側へ機械が露出しないよう塀や植栽などで目隠しをする。
	
	


景観形成に関する事項＜建築物（関西学院地区）＞

	①　立　地　特　性　　※敷地周辺の現状を分析して記入してください。

	敷地の特徴

・地形

・遠景からの見え方や背景

・アイストップなど接道状況
	

	周辺のまちなみの状況

・周辺の土地利用

・建築物の規模

など　
	

	周辺の景観要素

・歴史的建造物などの有無

・河川、水路、公園などの有無

・眺望ポイントの有無

など　
	

	②形態意匠制限等確認　　※該当項目の配慮事項を記入してください。

	項目※1
	制限内容
	配慮事項
	※審査欄（市記入欄）

	一　般　基　準
	☐
	キャンパス創建時から今日まで引き継がれてきた質朴な表情を持ち、赤瓦屋根、クリーム色のスタッコ壁、アーチの構成やコリドールなどを基調とするスパニッシュ・ミッション・スタイルの伝統を引き継ぐ様式とヴォーリズの設定した軸線に則った建築配置の保全・継承によるヴォーリズ空間との連続性とデザイン秩序を保つことを基本とする。
	　
	

	
	☐
	山並みを背景とする場所では、平坦地から見上げる眺めの対象であることを意識し、山並みの景観と調和させる。
	　
	

	
	☐
	街角や道路の突き当たり、丘の頂上などの視線を引きつける場所（アイストップ）を意識した計画とする。
	
	

	
	☐
	周辺建築物との調和を考慮し、統一感のあるまちなみを創出させる。
	
	

	
	☐
	道路に面しない側、水辺や公園に面する側の景観にも配慮する。
	
	

	配　置
	☐
	中央広場空間に面する建築物は、歴史的空間の担保のため、現在の高さ、壁面線の位置を守り、空間の質に配慮したものとしなければならない。なお、中央広場端からの壁面後退距離は、計画図２に示す距離以上とする。
	
	

	
	☐
	中央広場空間に面する低層建築物群の背面に配置する建築物は、中央広場空間から壁面を望見できないようにすることに努めることとし、これによりがたい場合は、山並みや空への開放性が高いシンメトリーの中央広場空間の特性に影響を与えないよう、軒高を抑えるなどの工夫を行う。
	
	

	
	☐
	壁面の分節化等により、既存校舎の持つプロポーションやスケール感との調和を図る。
	
	

	軒　高
	☐
	中央広場空間に面する建築物の広場空間に面する軒高は、10ｍ以内とする。
	
	

	規模
	☐
	建築物の壁面の最大投影立面積は、（1,500㎡・2,500㎡）以下とする。
	※計算式は添付図面を参照
	

	外　壁
	☐
	外壁は、スタッコの引抜仕上とする。
	
	

	
	☐
	外壁基壇部は、人造洗い出し仕上げの巾木等の石造調の意匠とする。
	
	

	
	☐
	妻壁状のパラペット立ち上げや、縦長窓、アーチ窓、レリーフ、エントランスポーチなど既存校舎との意匠連携を図るものとする。
	
	

	
	☐
	マンセル表色系による色彩は、１０ＹＲ７.５／２近似値とする。
	
	

	屋根・庇・パラペット天
	☐
	スカイラインを構成する屋根・庇・パラペット天は、赤瓦を葺いた納まりとする。
	
	

	
	☐
	赤瓦はスパニッシュ瓦又はＳ型瓦を使用するものとする。
	
	

	
	☐
	勾配屋根は、原則切妻屋根とし、勾配は、概ね１０分の５とする。
	
	

	
	☐
	赤瓦のマンセル表色系による色彩は、１０Ｒ３.５／７.５近似値とする。
	
	

	建具（窓の色彩・
形状）
	☐
	建具の形状は、縦長窓やアーチ窓などとし、既存校舎との意匠連携を図るものとする。
	
	

	
	☐
	マンセル表色系による色彩は、１０ＹＲ２.０／１.０近似値とする。
	
	

	開口部（バルコニー
手すり等仕様）
	☐
	鉄製又はＲＣ造の手摺壁とする。
	
	

	
	☐
	鉄製の場合は、建具の色彩と同等のものとし、手摺壁とする場合は、外壁と同等の仕上げとする。
	
	

	通　　り　　外　　観
	☐
	樹種による四季の演出を考慮の上、道路境界部を緑化し、まちなみに豊かな緑を創出するとともに、植栽帯の立ち上がりはできるだけ高さを抑え、道路側へ緑を開放することにより、敷地内の緑と調和した建築物の外観意匠とする。
	
	

	
	☐
	敷地内に設ける一般に開放された歩道やポケットパーク（小広場）は、道路や歩道と舗装材料を合わせるなど、建築物と敷地・公共空間の一体感を確保する。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する塀、柵等は、緑が映えるよう配置するとともに、色彩、素材に配慮し、まちなみを特徴づけている意匠を有する生垣や石積み等はできる限り保存し、それらと建築物が一体となった地域の歴史を継承する外観意匠とする。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する擁壁の表面は、錆御影石の仕上げを基本とし、できる限り高さを抑え、擁壁下側の緑化などにより歩行者に対する圧迫感の軽減を図ることにより、建築物と一体となった外観意匠とする。
	
	

	
	☐
	Ｂ地区において、建築物やバス停留所や車寄せ等を設置する場合にあっては、壁面後退部分の既存樹を保全することを原則とし、やむを得ず伐採する場合には、新たな植栽を行うなど修景を施すことで緑豊かなプロムナード景観を保全する。
	
	Bのみ該当

	地盤高の高低差
	☐
	建築物が接する地盤面の高低差は、６ｍ以下とすること。
	
	

	建築物に附属する設備機器類
	☐
	屋上に設置するものは、必要最小限にとどめ、周辺からの眺望に配慮し、外壁と同等仕上げの立ち上げ壁による目隠しを施すものとする。
	
	


	
	☐
	地上部に設置するものは、建築物や周辺の緑と調和した目隠しを施すものとする。
	
	

	
	☐
	バルコニー部に設置するものは、建築物の意匠と調和するルーバーパネル等による目隠しを施すものとする。
	
	

	
	☐
	建築設備や配管類が建築物の外部に露出しないよう工夫し、露出する場合は建築物と調和したものとする。
	
	

	建築物に附属する施設
	☐
	建築物に附属する車庫、自転車置き場、倉庫、設備用建築物等は、建築物及び周囲のまちなみと調和する配置、意匠、仕上げとする。
	
	

	
	☐
	建築物に附属する駐車場や荷捌場は、道路から見えない配置とし、やむを得ず見える場合は、植栽などにより修景を図る。
	
	

	
	☐
	機械式駐車場はできるだけ高さを抑え、道路側へ機械が露出しないよう塀や植栽などで目隠しをする。
	
	

	木竹の植栽
	☐
	敷地の緑地率30％以上とし、風致上有効な位置に、10㎡につき高木を1本以上及び中木を2本以上植栽する。
	※計算式は添付図面を参照
	

	
	☐
	敷地の道路に面する部分の間口緑視率は、接する道路毎に15％以上とする。
	※計算式は添付図面を参照
	

	
	☐
	建築物から道路境界線までの間に高さ2.5ｍ以上の樹木を2本以上植栽すること。
	※詳細は添付図面を参照
	

	
	☐
	道路からの壁面後退部には風致上有効な植栽を施すこと。
	
	

	
	☐
	既存樹木の保全、活用に努め、伐採する場合は、場所の特性にふさわしい植栽により将来的な緑の復元を図る。
	
	


※1　該当する項目に☑を付けてください。
景観形成に関する事項＜工作物＞

	①　立　地　特　性　　※敷地周辺の現状を分析して記入してください。

	敷地の特徴

・地形

・遠景からの見え方や背景

・アイストップなど接道状況
	

	周辺のまちなみの状況

・周辺の土地利用

・建築物の規模

など　
	

	周辺の景観要素

・歴史的建造物などの有無

・河川、水路、公園などの有無

・眺望ポイントの有無

など　
	

	②形態意匠制限等確認　　※該当項目の配慮事項を記入してください。

	項目※１
	制限内容
	配慮事項
	※審査欄（市記入欄）

	一般工作物
	携帯電話基地局
	☐
	屋上、屋根、塔屋に携帯電話基地局及びこれに類するものを設置する場合、道路、公園等の公共用空地から容易に望見できない位置に設けること。
	　
	※J-1,J-2,J-3,J-4以外該当

	
	
	☐
	屋上には携帯電話基地局及びこれに類するものを設けないこと。
	　
	※J-1,J-2,J-3,J-4のみ該当

	
	太陽光パネル
	☐
	太陽光パネルを設置する場合、道路、公園等の公共用空地から容易に見えない位置に設けること。
	
	

	
	道路境界側に設置する垣、さく等
	☐
	道路に面する垣、さく等の構造は生垣又は透過性のある縦格子さく等とし、緑化の妨げとなるコンクリートブロック等としてはならない。
	
	

	通り外観
	☐
	建築物に附属する擁壁の表面は、錆御影石の仕上げを基本とし、できる限り高さを抑え、擁壁下側の緑化などにより歩行者に対する圧迫感の軽減を図ることにより、建築物と一体となった外観意匠とする。
	
	※建築等を行う敷地に限る

	公共工作物
	道路・公園
	☐
	関西学院のキャンパス景観や背後の甲山の自然と連なり形成された緑豊かで落ち着いたまちなみと調和した形態意匠とする。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	
	☐
	屋外に設置する設備は、できるだけ目立たないように工夫したものであること。
	
	※公共工作物の設置に限る

	公共工作物
	道路・公園
	☐
	景観形成のポイントとなっている樹木を保全し、これを活かした整備とすること。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	
	☐
	本景観地区にふさわしい夜間景観形成のために、照明の色温度を２,８００ケルビンから３,０００ケルビンとすることを原則とする。ただし、演出照明を行う場合は、照明の色温度４,５００ケルビンまで使用できるものとする。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	高架道路、高架鉄道、横断歩道橋等
	☐
	関西学院のキャンパス景観や背後の甲山の自然と連なり形成された緑豊かで落ち着いたまちなみと調和した形態意匠とする。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	
	☐
	屋外に設置する設備は、できるだけ目立たないように工夫したものであること。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	
	☐
	親柱、高欄等の意匠やポイントとなるファニチャー類、緑化等による演出により工夫したものとする。
	
	※公共工作物の設置に限る

	
	
	☐
	住宅地にふさわしい夜間景観形成のために、照明の色温度を２,８００ケルビンから３,０００ケルビンとすることを原則とする。ただし、演出照明を行う場合は、照明の色温度４,５００ケルビンまで使用できるものとする。
	
	※公共工作物の設置に限る

	工作物共通
	色彩
	☐
	外観の色彩は、周辺建築物などの色彩と調和させるとともに、緑が映える落ち着いたものとする。
	
	

	
	
	☐
	マンセル表色系による色彩は、制限の範囲とする(無着色の木材、石材、漆喰、レンガ、ガラス(透明、乳白色)等を使用する部分は除く。)。
	※色彩計画は添付図面を参照
	

	
	形態意匠
	☐
	周辺のまちなみや背景となるものとの調和を図ること。
	
	

	
	
	☐
	道路境界部分は、主に高木による緑化を行うなど圧迫感を軽減させる。
	
	

	
	
	☐
	附属機器や排水管などの配管類は、集約化し目立たせないよう工夫する。
	
	

	
	高さの制限
	☐
	地上から当該工作物の上端までの高さは（15ｍ・10ｍ）以下とする。
	
	


※1　該当する項目に☑を付けてください。

景観形成に関する事項＜開発行為等＞

	①　立　地　特　性　　※敷地周辺の現状を分析して記入してください。

	敷地の特徴

・地形

・遠景からの見え方や背景

・アイストップなど接道状況
	

	周辺のまちなみの状況

・周辺の土地利用

・建築物の規模

など　
	

	周辺の景観要素

・歴史的建造物などの有無

・河川、水路、公園などの有無

・眺望ポイントの有無

など　
	

	②形態意匠制限等確認　　※該当項目の配慮事項を記入してください。

	項目※1
	制限内容※2
	配慮事項
	※審査欄（市記入欄）

	宅地の造成、土地の開墾
その他の土地の形質の変更
	☐
	形質の変更後の土地の地表面の形状その他の状態が、植栽その他の適切な措置を行われることにより、その土地の区域における風致と著しく不調和でなく、かつ、変更を行う土地の区域における木竹の生育に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
	　
	

	
	☐
	高さが４メートルを超えるのり(擁壁も含む)を生じる切土又は盛土を伴わないこと。
	　
	

	木竹の伐採
	☐
	次のいずれかに該当し、かつ、伐採の行われる土地及びその周辺の土地の区域における風致を損なうおそれが少ないこと。
□建築物等の新築等や土地の形質の変更等を行うために必要な最小限度の木竹の伐採
□森林の択採
□伐採後の成林が確実な森林の皆採（ただし、１ヘクタール以下に限る。）

□森林である土地の区域外における木竹の伐採
また、既存の樹木はできる限り保存するものとし、計画上、やむを得ず、伐採する場合は復元又は移植すること。
	
	

	土石の採取
	☐
	土石類の採取の方法が露天堀りでなく、かつ、採取を行う土地及びその周辺の土地の区域における風致の維持に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
	
	

	水面の埋め立て又は干拓
	☐
	水面の埋立て又は干拓後の地表面の形状その他の状態が埋立て又は干拓を行う土地及びその周辺の土地の区域における風致と著しく不調和でないこと。
	
	

	
	☐
	当該埋立て又は干拓を行う土地及びその周辺の土地の区域における木竹の育成に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
	
	

	屋外における土石、廃棄物又は再生資源の堆積
	☐
	当該堆積を行う土地及びその周辺の土地の区域における風致の維持に支障を及ぼすおそれが少ないこと。
	
	

	木竹の植栽
	☐
	敷地の緑地率30％以上とし、風致上有効な位置に、10㎡につき高木を1本以上及び中木を2本以上植栽する。
	※計算式は添付図面を参照
	G･H非該当

	
	☐
	敷地の道路に面する部分の間口緑視率は、接する道路毎に15％以上とする。
	※計算式は添付図面を参照
	大規模建築物のみ

	
	☐
	建築物から道路境界線までの間に高さ2.5ｍ以上の樹木を2本以上植栽すること。
	※詳細は添付図面を参照
	一般建築物のみ

	
	☐
	道路からの壁面後退部には風致上有効な植栽を施すこと。
	
	G･H非該当

	
	☐
	既存樹木の保全、活用に努め、伐採する場合は、場所の特性にふさわしい植栽により将来的な緑の復元を図る。
	
	G･H非該当


※1　該当する項目に☑を付けてください。

※2　該当する事項に☑を付けてください。
※1　該当する項目に☑を付けてください。









